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第１６回（バッタンバン:９月２２日，バンテアイミエンチャイ９月１６日） 

 

朗読された手紙より１通 

私の大切な家族の皆へ 

ハロー！みんな元気にしていますか？お父さん、お母さん、体こわしてない？寂しいです。すぐにでも会いたい。あと

私の友達のみんなも元気にしてるかな？私のことは心配いらないよ。元気にやっているから。CWARS での勉強が終わ

ったらまたみんなでワイワイしたいなあ。じゃあまた！みんなの健康を祈って。 

プーサット州 スレイ・ニアン 

 

朗読された詩より１篇 

作者：バンテアイミエンチェイ州 ヴィ・ボル 

 

僕は足を失った障害者 

CWARS で 

職業技術を身につけている 

最高の NGO だ 

障害者に職の機会を与えてくれるんだ 

障害者で仕事の無い人、是非来るといい 

でも大切なのは 

自身のやる気、意志だ 

成功した自分を想像してごらん 

障害なんて関係無い 

差別だって気にするな 

僕たちは何だってできる 

マイナス思考はもうやめよう 

プラス思考でいこう 

輝きある未来 

それを自分の手でつかめ 

 

 

 

 

電話コーナーで地雷の危険性をリスナーに訴えるＣＭＣスタッフ 

（左：リア・キム 右：チェット・ピセット） 



インタビュー 

MAG (Mines Advisory Group) 

※第３回放送内容と同じ 

 

 

第１７回（バッタンバン:９月２９日，バンテアイミエンチャイ９月２３日） 

  

朗読された手紙より１通 

障害者の皆さんへ 

病院や施設、もしくは自宅でラジオを聴いているカンボジアの障害者の皆さんに向けて、同じく障害を抱えている私か

ら手紙を書きます。皆さんお元気ですか？私は元気です。皆さん、家族のためにお金を稼ぐのに大変な思いをしている

ことと思います。とくに私たちは障害者だから困難の連続ですね。めげそうになることもあると思います。でも、一生

懸命頑張って家族を幸せにしていきましょう。私たちだって人を幸せにできる力があると思います。私が皆さんに伝え

たいことはこれだけです。皆さんの幸福と成功を祈って。 

バッタンバン州 チャン・ドラ－ 

 

朗読された詩より１篇 

作者：バッタンバン州 カット・ソピアップ 

 

あの頃の俺は猪突猛進 

国民を幸せにしたい一心で戦っていた 

そして、地雷が俺を襲った 

足を失い、障害者となった 

俺は生きる自信を無くしていた 

でも今では障害なんて何のことはない 

義足 リハビリ 職業訓練 

俺たちを助けてくれる人がいるからだ 

お世話になった分 

俺たちは恩返しをしなきゃいけない 

困難に打ち克って 

果敢に生きていくのだ

 

 

 

インタビュー 

 

ボーン・ターブさん（23 歳，ポリオ） 

 

1 歳のときに病気を患いました。ポリオです。学校は小学校 3

年生までしか通っていません。ポリオで歩くのが困難な僕にと

って、ただでさえ遠い学校までの距離を毎日歩くことなんてと

てもできなくなったんです。でも勉強は教師の両親に家で教わ

りました。現在 TV 修理を勉強しています。めんどくさいこと

もあるけど、職を得るためにそんなこと言ってられません。精

一杯頑張ります。僕と同じ境遇の障害者の皆さん、あきらめな

いで、自分を信じて頑張っていきましょう。できそうに無いこ

とでも挑戦してみれば意外とできるものですよ！ 

 

 

 



 

ミエン・ペクさん（51 歳，地雷被害者） 

 

1987年、バンテアイミエンチェイ州で戦闘の最中、地雷を踏んで片足を失い

ました。すぐ近くの病院で手当てを受け、なんとか命は助かりました。病院

に 1ヶ月ほど入院した後再び兵士として戦場を駆け回りました。勝つために、

とにかくできる仕事はなんでもしました。家族を養わなければいけないです

から。内戦後は農業をしてきましたが、今は CWARS で自転車修理を学んでい

ます。障害者の皆さん、障害者を応援する NGOはたくさんあります。頑張っ

てみませんか？手に職をつければ仕事はあります。私は家族を養うために懸

命に頑張ります。 

 

 

 

 

 

第１８回（バッタンバン:１０月６日，バンテアイミエンチャイ９月３０日） 

バンテアイミエンチェイの放送局では今回の放送でゲストＤＪのソム・オルさんの出演が最後となった。若い彼の率直

な意見がリスナーの心に届いたことだろう。 

 

朗読された手紙より１通 

妻と息子へ 

２人とも元気にしているかな？君たちが相変わらず元気な毎日をおくれているのならパパは嬉しいです。パパは君たち

のことが心配です。いまは義足センターでリハビリしていてまだ帰ることができないけれど、すぐに帰れるように頑張

るからね。パパは元気です。心配はいりません。そうだ、ターリエ村のみんなは元気にしているのかな？故郷が恋しい

今日この頃です。 

バンテアイミエンチェイ州 バオイ・ターン 

 

朗読された詩より１篇 

作者：バッタンバン州ソムロー郡 チュワォン・バナ 

 

私の人生 

もうめちゃくちゃ 

ねえ、お願い 

もし私を見かけたら 

同情してよ 

励ましてよ 

何をするにも恥ずかしい 

生きることさえ恥ずかしい 

この世界に私の居場所なんてない 

どうして私なの 

運命を恨むわ 

もはや生きる意味なんて全然感じない 

見下されるのはもう嫌 

私だって人間なのよ

 

 

インタビュー 

EMERGENCY 

※第 5回放送内容と同じ 


